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ケアマネジャー・薬剤師 連携研修会
• 令和５年１０月１４日（土）

• 主催 地域包括支援センター上小阪・東大阪市布施薬剤師会

• １４時～１６時（2時間）

• 参加者 ケアマネジャー２４名 薬剤師２４名

• 昨年に引き続き2年目の開催

プログラム

*ミニ講演１ 『ケアマネジャー・包括より、薬局との連携の現状』

*ミニ講演２ 『薬剤師による在宅訪問』

*グループワーク 意見交換

2



薬剤師の在宅訪問についてのミニ講義
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6名ずつに分かれてのグループワーク
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グループワーク
フリップ方式で実施

グループ内自己紹介
自己紹介：アイスブレイクお題「 マイブーム 」

テーマ１
「（薬剤師より）ケアマネに訊きたいこと （ケアマネより）薬剤師に訊きたいこと」

テーマ２
「自分は本日の学びを利用者支援にどう活かすのか。」

グループ発表
グループ発表４つ 感想（薬剤師２名 ケアマネ２名）
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ケアマネから薬剤師に対する疑問・意見
• 薬局薬剤師に普段お願いをしたり、サービス担当者会議への出
席依頼をしたいが、いつも忙しそうで声をかけづらい。

• 薬剤師が手が空いている時間はいつくらい？

• ＩＣＴを使った連携はしてくれるの？
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良かったこと、今後の課題
• ケアマネ⇔薬剤師 顔の見える関係作りに一定の成果

• 薬剤師の在宅訪問業務について、まだ十分に周知されていると
は言えない状態なので、今後も多職種への周知や顔の見える関
係作りを進める。
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ワンチーム東大阪
• ＩＣＴを活用した多職種連携
• 布施医師会が主体となり普及活動中
• ひかりワンチームというシステムを
利用するが、システムを導入すること
が目的ではなく、それを通して多職種
が連携出来る仕組みを整えるのが目的
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ワンチーム東大阪

高齢化の進む我が国においては、国策として地域の包括的な支援・サービス提供体制
（地域包括ケアシステム）の構築が推進されております。またそのためには医療と介護が密
接に連携し、医療介護の多職種連携ネットワークを構築することが急務とされています。

東大阪においても、在宅医療介護連携推進事業の一環として布施医師会が中心と
なり、医療と介護が連携し、ICT（情報システム）の活用等により効果的に情報を
共有し、在宅療養患者様を支えるしくみが推進されています。



10Copyright © 2023 NTT DATA  INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

ひかりワンチームSPの画面イメージ

患者さんごとのモニタリング画面

患者さんごとのポータル画面

バイタルをグラフ表示



薬剤師の在宅参入へのハードル
• 小児在宅・無菌調剤
手間のかかる調剤に対応するための人員確保・技能獲得が必要

• 麻薬
急な処方にも対応できる在庫確保、納品に時間がかかることが多く、在庫がない
場合の対応の薬局間分譲の登録に難あり。

• 顔の見える連携関係の構築
病院、診療所、ケアマネージャー、訪問看護師等多職種との関係構築の必要性
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